


































































































シート 1枚である（Figure 1，Figure 2）。情報紙は，自分だけで問題解決が進むことを避けるため
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 A 男 1 ：犯人が逃走に使用した車はなんですか？〈情報の探索〉
	D 男 1 ：あっ，［出せる］情報ない。〈その他〉
 A 男 2 ：あっ，あった，あった，あった。〈その他〉
	E 子 1 ：し～（A男の声が大きいことを制止する）。〈その他〉
	A 男 3 ：ごめん。〈その他〉目撃者の話，車のナンバーには 8が入っていたよ。〈情報の提示〉
	D 男 2 ：じゃあ，［該当するのは］①②③番，これ［④］は無し（④に斜線を引く）。〈意見の提示〉
 E 子 2 ：車のナンバー 1つ 1つの合計は 23より小さかったよ。〈情報の提示〉
	B 男 1 ：（身を乗り出して，ワークシートを見る。）
［①のナンバーの合計は 17，②は 22、③は 24と計算がなされる。］
 D 男 3 ：これ［③］は×［バツ印をつける。］〈意見の提示〉
	A 男 4 ：ヒントある人？〈情報の探索〉
 一　同 ：……（各々自分の情報紙を見る）
 B 男 2 ：何よりちっちゃい数？〈確認〉
	A 男 5 ：（E子に）何だっけ？〈確認〉
	E	子 3 ：（情報カードを見て）23〈情報の提示〉
	A 男 6 ：……これ，勘で応えた方が……〈その他〉
	B 男 3 ：いや，だめ！〈その他〉まず，次いこう，次いこう！〈その他〉




	A 男 7 ：えっ，俺もあるよ。〈その他〉
 E	子 5 ：じゃあ，言って。〈その他〉
	A 男 8 ：［車のナンバーには］“8”はあるってやつ。〈情報の提示〉
 E	子 6 ：じゃあ，これ［④］はないってこと？〈確認〉
	D 男 4 ：何個 8あるの？〈確認〉
	A 男 9 ：ん～と…… 車のナンバーには 8が入っていたよ。〈情報の提示〉
 E	子 7 ：じゃあ，この 3つ［8が含まれている①②③］だよ。〈意見の提示〉
 D 男 5 ：これ［③］はないでしょ，23より多いんだもん。〈意見の提示〉
	E	子 8 ：じゃあ，この 2つ［①と②］ね。〈意見の提示〉［他に］情報ないよ。〈その他〉
 D 男 6 ：（ワークシートに描かれている車を見て）これ，ぶっ壊れてんじゃん！〈情報の提示〉
	E	子 9 ：あ～，確かに！〈その他〉
	B 男 4 ：（身を乗り出してみる）
 C	子 1 ：ちょっと待って！〈その他〉犯人は左折しようとして信号の柱にぶつかったようだ。〈情報の提示〉
 D 男 7 ：これだ，これだ，これだ！〈その他〉






すか？〈情報の探索〉→（略）→ A男 3：目撃者の話，車のナンバーには 8が入っていたよ。〈情報
の提示〉；B男 2：何よりちっちゃい数？〈確認〉→ A男 5：（E子に）何だっけ？〈確認〉→ E子












目撃者の話，車のナンバーには 8が入っていたよ。〈情報の提示〉→ D男 2：じゃあ，［該当する
のは］①②③番，これ［④］は無し（④に斜線を引く）。〈意見の提示〉；A男 9：車のナンバーに
は 8が入っていたよ。〈情報の提示〉→ E子 6：じゃあ，この 3つ［8が含まれている①②③］だよ。








自分の情報紙を見る）→ B男 2：何よりちっちゃい数？〈確認〉→ A男 5：（E子に）何だっけ？〈確
認〉；A男 8：［車のナンバーには］“8”はあるってやつ。〈情報の提示〉→ E子 6：じゃあ，これ［④］








同意する時であった（e.g., A男 1：犯人が逃走に使用した車は何ですか？〈情報の探索〉→ D男 1：
あっ，［出せる］情報ない。；E子 4：（C子に向かって）車のナンバーの情報ある？〈情報の探索〉
→ A男 7：えっ，俺もあるよ。；A男 2：あっ，あった，あった，あった。→ E子 1：し～（A男
の声が大きいことを制止する）。；A男 6：……これ，勘で答えた方が……→ B男 3：いや，だめ！
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